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1. 2022年3月期第1四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第1四半期 232 97.2 △235 ― △196 ― △197 ―

2021年3月期第1四半期 118 △90.9 △345 ― △340 ― △362 ―

（注）包括利益 2022年3月期第1四半期　　84百万円 （―％） 2021年3月期第1四半期　　△362百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第1四半期 △6.37 ―

2021年3月期第1四半期 △11.68 ―

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第1四半期 6,927 6,295 90.8

2021年3月期 6,696 6,210 92.7

（参考）自己資本 2022年3月期第1四半期 6,288百万円 2021年3月期 6,204百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2022年3月期 ―

2022年3月期（予想） 0.00 ― 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

　2022年３月期の連結業績予想につきましては、新型コロナウイルスによる影響を現段階において合理的に算定することが困難なことから未定としており
ます。業績予想の開示が可能となった段階で、速やかに開示いたします。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(注)詳細は、添付資料P.６ 「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」 をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期1Q 31,260,000 株 2021年3月期 31,260,000 株

② 期末自己株式数 2022年3月期1Q 246,410 株 2021年3月期 246,363 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期1Q 31,013,622 株 2021年3月期1Q 31,013,637 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提とな
る条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来
予測情報に関 する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染拡大への防止策が講じられワクチン

接種が推進されるなか、各種政策の効果や海外経済の改善により持ち直しの動きがみられたものの、一部で弱さが

増しており、依然として厳しい状況が続きました。 

 海外旅行市場に関しては、新型コロナウイルス感染拡大による海外渡航制限等により、旅行需要は著しく低い水

準で推移しております。また、国内旅行市場に関しても、感染拡大による旅行の延期や中止の影響等が続いてお

り、感染拡大前に比べ旅行需要は大幅に減少しております。（出所：観光庁「主要旅行業者の旅行取扱状況速

報」） 

 このような状況のもと、当社の旅行関連事業におきましては、各メニューの直接連携を加速させることで商品情

報の拡充を図り、また、将来的な旅行需要の回復を見据え積極的なシステム開発を進めてまいりました。 

 この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は売上高232,807千円（前年同期比97.2％増）、営業損失235,463千

円（前年同期は345,807千円の営業損失）、経常損失196,497千円（前年同期は340,743千円の経常損失）、親会社

株主に帰属する四半期純損失197,489千円（前年同期は362,135千円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となり

ました。 

 なお、当社グループの報告セグメントは単一セグメントであるため、セグメントの業績については記載を省略し

ております。

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は6,927,331千円（前連結会計年度末比231,257千円増加）となりま

した。これは主に、現金及び預金が189,148千円減少した一方で、投資有価証券が405,805千円増加したことによる

ものであります。 

 

（負債）

 当第１四半期連結会計期間末における負債は631,849千円（前連結会計年度末比146,012千円増加）となりまし

た。これは主に、繰延税金負債が124,259千円、その他流動負債が21,841千円増加したことによるものでありま

す。 

 

（純資産）

 当第１四半期連結会計期間末における純資産は6,295,482千円（前連結会計年度末比85,245千円増加）となりま

した。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純損失197,489千円を計上した一方で、その他有価証券評価差額

金が281,547千円増加したことによるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 新型コロナによる旅行市場への影響を予測することが困難なため、2022年３月期の業績を適正かつ合理的に予測

することが難しい状況であります。そのため、2022年３月期の業績予想については現時点において『未定』とし、

合理的な予測が可能となった時点で公表いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(2021年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(2021年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,918,379 2,729,231 

売掛金 157,300 161,549 

未収還付法人税等 461,626 458,328 

その他 169,460 186,683 

貸倒引当金 △101 △50 

流動資産合計 3,706,665 3,535,741 

固定資産    

有形固定資産 124,394 120,583 

無形固定資産 3,202 2,712 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,568,085 2,973,890 

その他 293,727 294,405 

投資その他の資産合計 2,861,812 3,268,295 

固定資産合計 2,989,409 3,391,590 

資産合計 6,696,074 6,927,331 

負債の部    

流動負債    

買掛金 7,234 8,056 

その他 110,199 132,041 

流動負債合計 117,433 140,097 

固定負債    

繰延税金負債 324,892 449,151 

資産除去債務 40,400 40,400 

その他 3,110 2,200 

固定負債合計 368,403 491,751 

負債合計 485,837 631,849 

純資産の部    

株主資本    

資本金 648,292 648,292 

資本剰余金 473,388 473,388 

利益剰余金 4,366,084 4,168,595 

自己株式 △17,445 △17,557 

株主資本合計 5,470,319 5,272,718 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 734,611 1,016,158 

その他の包括利益累計額合計 734,611 1,016,158 

新株予約権 5,306 6,605 

純資産合計 6,210,237 6,295,482 

負債純資産合計 6,696,074 6,927,331 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第１四半期連結累計期間 

(自 2020年４月１日 
 至 2020年６月30日) 

 当第１四半期連結累計期間 
(自 2021年４月１日 

 至 2021年６月30日) 

売上高 118,044 232,807 

売上原価 159,726 163,089 

売上総利益又は売上総損失（△） △41,681 69,718 

販売費及び一般管理費 304,125 305,181 

営業損失（△） △345,807 △235,463 

営業外収益    

為替差益 - 61 

保険配当金 1,196 0 

助成金収入 4,000 38,900 

その他 - 3 

営業外収益合計 5,196 38,965 

営業外費用    

為替差損 132 - 

営業外費用合計 132 - 

経常損失（△） △340,743 △196,497 

税金等調整前四半期純損失（△） △340,743 △196,497 

法人税、住民税及び事業税 3,729 990 

法人税等調整額 17,662 1 

法人税等合計 21,391 991 

四半期純損失（△） △362,135 △197,489 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △362,135 △197,489 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第１四半期連結累計期間 

(自 2020年４月１日 
 至 2020年６月30日) 

 当第１四半期連結累計期間 
(自 2021年４月１日 

 至 2021年６月30日) 

四半期純損失（△） △362,135 △197,489 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △242 281,547 

その他の包括利益合計 △242 281,547 

四半期包括利益 △362,378 84,057 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △362,378 84,057 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

 収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項のただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ておりますが、四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

 なお、収益認識会計基準第89－２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方

法により組替えを行っておりません。

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用） 

 「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基

準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与

える影響はありません。

 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染拡大の影響に関する会計上の見積りについて）

 前連結会計年度の有価証券報告書の（重要な会計上の見積り）に記載した新型コロナウイルス感染拡大の影響

に関する会計上の見積りの仮定について、新たな追加情報の発生及び重要な変更はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年６月30日） 

当社グループの報告セグメントは単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年６月30日） 

当社グループの報告セグメントは単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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